



























Analysis on Vocational Motives of Recent Female Adolescents （1）:





    The purpose of this study was to examine how ﬁve family environmental factors affect ﬁve vo-
cation motivational factors.  The following results were shown among both the 1st and 2nd year stu-
dents.  The more conversations they have in the home on their way of life and the more concrete the 
occupational information they have, the more they think of the importance of interpersonal coopera-
tion.  Also, they are more ready to start employment seeking activities having a much clearer purpose 
and vision.  To have more discussion on the way of life raises their self status and self-improvement 
motives.  Among the 2nd year students, it helps to reduce their negative feelings towards working. 
Compared to the 2nd year students, the 1st year students are more inﬂuenced by their familial close-
ness.  On the other hand the 2nd year students, having already started employment seeking activities, 
are shown to be more affected by concrete information on employment.  Departments concerned with 
vocation showed more positive employment seeking activities by students compared with departments 
which are less concerned with vocation.
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1年はマイナスを示した。D学科 1年は C学科 1
年と同じく、現実的な就職についての意識より、
仕事に対して理想的な意気込みがあるのではない
だろうか。両学科とも、教育内容と仕事が大きく
結びついた学科であり、仕事に関して自分さがし
の要因は A学科の学生に比べると少ないと思わ
れ、この結果に至ったと考えられる。目指す職業
が明らかな学生と自分さがしをしている学生間の
相違が予想したように示されたと考えられる。
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女子青年の就業動機に関する分析（１）
2年に関しては、C学科も D学科も短期大学部
の 2年であり、他の学科と同じく 1年次から職業
指導を受け、2年では、就職活動が始まっている。
中学より総合学習やホームルームの時間、職業体
験などを通して、職業教育が行われ、大学生のイ
ンターンシップも年々広がりを見せ、国も推奨し
ているが、これらの教育を通して、働くことに対
する積極性を養うことは個人にとっても国にとっ
ても重要な課題と考えられる。人と関わり、人を
育てる職業を目指す学生には、その仕事の重要性
の理解を深めると共に、喜びと積極性をもって携
わることが強く望まれる。但し、この積極性の維
持は容易ではないことが想像され、その積極性維
持に、いかなる教育が必要か、今後の課題であろ
う。
1年と 2年の学年比較で、2年のほうが「上位･
挑戦志向」が弱く、「就業不安」があり、就業に
積極的になれないのは、就職活動がスタートし、
現実の就業に関する情報が入るにつれて、現実に
働くことの厳しさや不安の方が、期待や喜びより
増してくることが想像される。これらは就職指導
など全体の授業でのサポートと共に個別にそれぞ
れの不安の対処を援助すべきであると考えてい
る。更に、不安をなくすことも必要であると同時
に、未知なる働くという経験を社会で不適応を起
こさずに維持するには、その不安と共に生きる曖
昧性のようなものを身につける援助も必要なので
はないだろうか。
この分析結果をもとに学生の、表面には現れな
い、就職活動を阻むそれぞれの要因をみつけ、そ
の解決をはかる援助をし、適度な積極性と挑戦志
向をもって就職活動に望み、適度な夢と希望をも
って、社会での働き人として、その役割を果たす
人を育てる教育機関が、今後は更に望まれる。少
子高齢化が言われて久しいが、これからの働き人
を育成している大学、短大、専門学校の責任と役
割は更に増していると考えられる。
家庭のコミュニケーションと就業動機につい
て、女子青年の心理を推測すると、一人で住みた
いという自立性などもあると同時に、家庭や家
族に対する複雑な反発と依存も考えられること
から、家族とのコミュニケーション、家庭環境な
どが調査で表出できるかという疑問もあったが、
個々の学生と話すと、家族が大切である、家族と
一緒に居たい、と素直に述べる者も多い。分析の
結果、1・2年共に、家族間の関係もよく、家庭
内のコミュニケーションが豊かで、そこから得ら
れる安定感があっても、未知の就業に関する不安
の軽減などとは、関わらない。働く、という未知
の経験に対する不安の解消には、自分自身の経験、
体験があり、実体験に基づく不安に対する適切な
支援が関与するとも考えられる。
コミュニケーション量の多さが就業動機にプ
ラスに関わるであろうと考えたが、1年の「就業
回避」が弱くなる程度で、1年は「上位･挑戦志
向」を弱め、2年は「対人志向」を弱める。人と
のコミュニケーションにも関心をもつ「対人志向」
が、就職活動を始める 2年で弱められるのは、実
際の就職活動で厳しいコミュニケーションを体験
する、もしくは、体験が身近になり、その厳しさ
の情報が友人等からもたらされるなどのことに対
して、家族とのコミュニケーションが充分であっ
ても、対人関係に関する不安を軽減するほどの転
換は望めないのではないだろうか。家族と対人関
係の難しさなどを話せば話すほど、その複雑さを
理解し、「対人志向」が弱められるのではないか
とも推測される。現実の職場における人間関係の
厳しさを知らない時は、職場での人との出会いに
多くを期待できても、情報を得れば得るほど、職
場での対人関係に期待できなくなる等も推測され
る。1年の「上位･挑戦志向」が弱まることにつ
いては、女子の場合、特に、家庭のコミュニケー
ションの話題として会社で頑張って働いて、しっ
かり地位を築くということより、結婚までの社会
勉強のような話題が多いことも想像され、「上位･
挑戦志向」を強めないのではないだろうか。本研
究では、男子学生の分析をしていないが、男子学
生では、家庭の「上位･挑戦志向」に関する話題
が女子とは、反対になることも予測され、結果は
異なることも想像されることから、今後の課題と
したい。
家族との関係における「幼少肯定」感は、交流
分析で「心の栄養物」（桂戴作ら 2007）と言われ
る、プラスのストロークの蓄積とも考えられ、人
の心になくてはならない基本的な心の支えと関わ
ると考えられる。この支えが強ければ強い程、「対
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人志向」を強め、「就業回避」を弱めることは理
解しやすい。実際の就職活動が始まっている 2年
では更に「就業積極志向」も強めている。幼少期
の親との関わりが心の育ちに大きく関わり重要で
あることは周知されているが、今回の分析結果か
らも「幼少期肯定」が就業動機を強めることが明
らかとなり、子育て期の親子関係の重要さを再確
認した。
菱田ら（2008）に続き、親を中心とした家庭に
おいて、個人の生き方を大切にすることを話題に
していることが若者の就業意識に関わると考えて
きた。具体的な就業に関する話題と共に、生き方、
働き方、社会へ貢献などの価値観を話題にするこ
とが青年の就業意識形成にプラスに関わることが
本研究で明らかとなり、先の菱田ら（2008）で推
測された傾向を確認したことにもなる。給料や休
日、福利厚生など就業に関わる具体的情報のやり
とりと共に人間の生き方に関する価値観、人生哲
学を家庭内で話題にすることにより働くことに対
する意味を考えつつ就職活動をすることが重要と
考えられる。その役割を家庭・家族も担っている
ことが推測される分析結果となった。家庭内にお
けるコミュニケーションの量と質は青年の就業意
識形成の基盤の一つになるであろうと考えたが、
自分で考え決める青年の自己決定力との関連も今
後の課題と思われる。
なお、本研究のデーターは、1校の学生がほと
んどであり、結果の解釈を一般化として捉えるに
は、問題があることも想像され、注意を要すると
考えている。
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